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布おむつの着用による性能変化
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　目的：近年、紙おむつの使用が増加しているが､資源の有効利用、地球環境保全を念頭に
おくと、繰り返し使用できる布おむつとの併用が考えられる。本研究では、おむつの肌触
りに関与する表面特性、圧縮特性、水分移動特欧に着目し、布おむつの含水および繰り返
し着用による性能変化を紙おむつと比較し、布おむつの併用に関する基礎資料を得る。
　方法：市販のドビー織布おむつ２種類(a. b)を試料とした。布おむつを着用状態に積層
し、紙おむつの性能評価のための測定条件1)に基づいて、液戻り量と表面特性、圧縮特性

をKES-FBシステムにより計測した。含水状態の特性値の計測は、試料に0. 9%の生理食塩
水を１回の排尿に相当する0. 4g/cm2注入後に行った。また、試料ａを推定着用回数ｎ＝200水を１回の排尿に相当する0. 4g/cm2注入後に行った。また、試料ａを推定着用回数n＝200
回、試料ｂをｎ＝400回着用後に試料布を採取し、布の基本力学特匪、表面特性を計測した。
　結果:着用前の布おむつ(積層布)の特性値を市販の紙おむつ49種類の平均値と比較する

と、厚さ、重さが約２倍、表面粗さSMDが約３倍、液戻り量が約４倍であった。他の圧縮、
表面特性は、肌触りの良い紙おむつの特性値の範囲1）にあった。含水による圧縮、表面特
性の変化は、紙おむつの特性変化と同程度であった。繰り返し着用後の布おむつはたて糸
方向のSMDが約半分に減少して滑らかになった。着用後の力学特性の変化はせん断、曲げ
特性において顕著であり、試料ａでは各特性値が増加して硬くなるが、着用時間が長い試特性において顕著であり、試料ａでは各特性値が増ｽﾞ
料ｂでは特性値が減少してせん断ヒステリシスが約2
約10%減少し、糸密度、厚さ、重さの減少が示され、

になった。試料ｂでは通気抵抗が
用により織構造が粗になって柔ら

かくなることが定量的に捉えられた。文献l)H.Yokura,M.Niwa:Textile Res.よ√70(2),in press.
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目的　標準温湿度条件下での毛布の性能が、就寝時の発汗作用を考慮した高湿度条件に

おいて、どのように変化するかを捉え、風合いの客観的評価を行って、素材や用途の異

なる毛布の特徴を明らかにするとともに、毛布の設計の基礎的資料を得る。

方法　繊維の種類、布の構造の異なる市販の家庭用および業務用毛布13種類について、

高湿度条件として、就寝時の発汗作用を考慮し、20°C, 90％RH (絶対湿度16g/m')の条

件下で試料布を調湿した。特性値の測定は、KESF方式の測定基準1)に添ったが、圧縮な

らびに表面試験は一部改良モデル機を用い、毛布の測定用に改良された測定条件によっ

て行った。毛布を風合いとの関連で評価する場合は既存の秋冬用紳士スーツ地用に開発

されたKN101-W/301-W式を用いることが有効であることが先行研究において明らかに

なっていることから、KN101-W/301-W式を用いて、毛布の風合いの客観的評価を行った。

設定条件下での水分率の測定も、同時に行った。

結果　高湿度条件により、繊維組成にかかわらず、圧縮レジリェンスの低下、表面摩擦

係数と表面粗さの増大がみられた。表面摩擦係数の変動は、アクリル毛布において増大

し、綿・羊毛の毛布において減少した。吸湿、吸水による繊維の膨潤によって繊維表面、

繊維間、糸間に介在する水分が繊維間の摩擦拘束を増加させ、また圧縮レジリェンスが

低下して、塑性変形成分の増加をもたらしたことが明らかになった。

文献1)川端季雄ノ風合い評価の標準化と解析第２版'･、日本繊維機械学会(1980)
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